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組
合
で
は
、
県
外
の
経
済
状
況

や
ま
ち
づ
く
り
等
を
視
察
す
る
国

内
経
済
視
察
会
を
10
月
29
日
か
ら

31
日
ま
で
の
３
日
間
行
っ
た
。
香

川
県
を
訪
れ
た
今
回
の
視
察
会
に

は
、
西
理
事
長
を
団
長
に
16
名
が

参
加
し
た
。

　

１
日
目
に
訪
れ
た
の
は
徳
武
産

業
㈱
。
同
社
は
、
香
川
県
さ
ぬ
き

市
に
本
社
を
構
え
る
リ
ハ
ビ
リ
・

介
護
用
シ
ュ
ー
ズ
の
製
造
・
販
売

を
行
う
従
業
員
60
名
程
の
中
小
企

業
。
香
川
県
か
ら
全
国
の
高
齢
者

に
介
護
シ
ュ
ー
ズ
を
届
け
、
同
分

野
で
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
。

　

同
社
は
、
左
右
別
々
サ
イ
ズ
や

片
足
だ
け
の
販
売
等
、
靴
業
界
の

常
識
を
覆
し
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を

と
ら
え
た
商
品
開
発
を
行
っ
て
い

る
。
購
入
者
に
は
社
員
が
手
書
き

で
真
心
は
が
き
を
送
付
し
、
顧
客

と
の
双
方
向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
展
開
。
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
は
年

間
千
通
以
上
の
お
礼
状
が
届
き
、

日
本
で
一
番
「
あ
り
が
と
う
」
の

声
が
届
く
靴
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。

ま
た
、
社
員
全
員
参
加
で
経
営
計

画
を
策
定
し
、
理
念
の
共
有
と
自

律
的
な
社
員
育
成
に
よ
り
業
績
を

伸
ば
し
て
い
る
。

　

次
に
訪
れ
た
高
松
丸
亀
町
商
店

街
は
、
香
川
県
の
県
庁
所
在
地
で

あ
る
高
松
市
の
中
心
商
業
地
で
全

長
約
４
７
０
ｍ
、
４
２
０
年
の
歴

史
を
も
つ
商
店
街
で
あ
る
。

　

同
商
店
街
は
「
ま
ち
づ
く
り
会

社
」
を
設
立
し
て
地
権
者
と
定
期

借
地
権
契
約
を
結
び
、
土
地
の
所

有
と
利
用
を
分
離
。
ま
ち
全
体
を

白
紙
に
し
て
再
開
発
す
る
と
い
う

こ
れ
ま
で
の
概
念
を
打
破
す
る
手

法
で
商
店
街
の
大
改
造
に
成
功
。

再
開
発
に
あ
た
っ
て
国
・
県
・
市

か
ら
多
額
の
補
助
金
が
投
下
さ
れ

た
が
、
商
店
街
の
活
性
化
に
よ
る

法
人
税
や
固
定
資
産
税
等
の
税
収

増
で
還
元
。
投
下
さ
れ
た
補
助
金

に
対
す
る
利
回
り
は
年
６
％
に
も

な
り
、
大
手
資
本
と
違
い
地
元
の

お
金
が
ま
た
地
元
に
戻
る
流
れ
が

形
成
さ
れ
て
い
る
。

　

２
日
目
に
は
、
香
川
県
高
松
市

の
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
で

あ
る
㈲
ア
ト
ム
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
代
表
取
締
役
の
香
川
雅

俊
氏
を
講
師
に
招
き
、「
な
ぜ
香
川

県
に
上
場
会
社
が
多
い
の
か
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
会
を
行
っ
た
。

　

香
川
氏
は
「
香
川
県
は
全
国
一

小
さ
い
県
で
は
あ
る
が
、
ニ
ッ
チ

な
市
場
で
日
本
は
も
と
よ
り
世
界

で
も
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
企
業

が
多
く
、
県
経
済
の
牽
引
役
と
な

っ
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

　

今
回
で
３
度
目
の
開
催
と
な
る

問
屋
町
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

が
、
10
月
23
日
（
金
）
午
後
７
時
か

ら
ホ
テ
ル
青
森
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
思
い
思
い
の
仮
装
を
し
た

組
合
員
企
業
の
従
業
員
や
そ
の
家

族
ら
１
８
９
名
が
参
加
し
た
。

　

同
パ
ー
テ
ィ
ー
の
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
に

は
、
大
人
の
部
に
８
組
11
名
、
子

供
の
部
に
は
13
組
14
名
が
エ
ン
ト

リ
ー
。
会
場
内
を
パ
レ
ー
ド
し
た

後
ス
テ
ー
ジ
上
で
自
己
ア
ピ
ー
ル

を
し
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ

た
。
子
供
の
部
で
優
勝
し
た
の
は

山
下
結
衣
ち
ゃ
ん
（
４
歳
）
と
澄

人
く
ん
（
２
歳
）
の
兄
弟
ペ
ア
。

本
人
達
の
手
作
り
衣
装
で
観
客
の

心
を
つ
か
ん
だ
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
抽
選
会
も
大

人
の
部
と
子
供
の
部
を
分
け
て
実

施
。
今
回
も
組
合
員
企
業
か
ら
た

く
さ
ん
の
協
賛
品
の
提
供
が
あ
り
、

多
く
の
賞
品
が
準
備
さ
れ
た
。
司

会
者
が
抽
選
番
号
を
読
み
上
げ
る

徳武産業前で十河会長を囲んで記念撮影（国内経済視察会）

思い思いの衣装でパーティーを楽しむ

仮装コンテスト参加者

た
び
に
歓
喜
の
声
と
た
め
息
で
会

場
は
大
賑
わ
い
。
子
供
の
部
で
は

参
加
者
全
員
が
賞
品
を
手
に
す
る

こ
と
が
で
き
、
子
供
た
ち
の
満
面

の
笑
み
で
会
場
内
は
溢
れ
て
い
た
。
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大
人
も
子
供
も
大
盛
り
上
が
り

第
３
回
問
屋
町
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

地
方
で
躍
進
す
る
中
小
企
業
等
を
視
察

国
内
経
済
視
察
会
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今
年
度
最
後
と
な
る
第
３
回
集

団
健
康
診
断
が
10
月
６
日
か
ら
９

日
の
４
日
間
、
問
屋
町
会
館
２
階

大
会
議
室
で
行
わ
れ
、
計
３
９
９

名
が
受
診
し
た
。

　

組
合
で
は
昨
年
度
よ
り
短
命
県

返
上
に
向
け
健
康
事
業
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
健
康
診
断
も
実
施
団

体
の
協
力
に
よ
り
組
合
員
の
ほ
か

近
隣
企
業
に
も
呼
び
か
け
、
今

年
度
は
３
回
開
催
し
、
合
計
で

６
６
０
名
の
受
診
と
な
っ
た
。

　

組
合
で
は
今
後
も
、
健
康
寿
命

向
上
に
向
け
、
受
診
者
の
増
加
を

目
指
す
べ
く
健
康
診
断
内
容
の
充

実
を
図
る
。

健康診断

問屋町緑のボランティア隊 交通診断

街頭指導

ユアテックによる清掃活動

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
施
行
に
伴
う

就
業
規
則
の
改
定
等
を
審
議
す
る

第
５
回
理
事
会
が
10
月
26
日

（
月
）、
問
屋
町
会
館
で
開
か
れ
、

審
議
の
結
果
、
全
て
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
事
務
局
か
ら
は
組
合
員

の
脱
退
及
び
新
規
組
合
員
の
加
入

や
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
第

３
回
問
屋
町
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー

テ
ィ
ー
に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。

　

主
な
案
件
審
議
は
次
の
と
お
り

案
件
一
．
就
業
規
則
の
一
部
改
定

に
つ
い
て 

案
件
二
．
つ
な
ぎ
資
金
の
借
換
に

つ
い
て 

案
件
三
．
組
合
員
の
施
設
建
築
に

つ
い
て

案
件
四
．
平
成
27
年
度
第
６
回
理

事
会
の
日
程
等
に
つ
い
て

　

理
事
会
終
了
後
に
は
、
青
森
卸

セ
ン
タ
ー
㈱
の
第
２
回
取
締
役
会

及
び
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
の
臨
時

総
会
が
開
か
れ
、
提
出
案
件
が
全

て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

組
合
及
び
青
森
交
通
安
全
協
会

問
屋
町
支
部
で
は
、
問
屋
町
及
び

周
辺
道
路
の
交
通
事
故
対
策
を
協

議
す
る
た
め
の
問
屋
町
交
通
診
断

を
11
月
５
日
（
木
）
に
実
施
し
た
。 　

当
日
は
、
関
係
機
関
か
ら
青
森

警
察
署
、
国
土
交
通
省
青
森
河
川

国
道
事
務
所
、
東
青
地
域
県
民
局

地
域
整
備
部
、
青
森
市
都
市
整
備

部
道
路
維
持
課
及
び
道
路
建
設
課

の
担
当
者
が
出
席
。
青
森
交
通
安

全
協
会
問
屋
町
支
部
か
ら
は
26
名

の
刈
払
い
や
、
街
路
樹
桝
の
除
草

作
業
を
行
っ
た
。

　

今
年
度
の
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

隊
の
活
動
は
７
月
か
ら
10
月
ま
で

計
４
回
行
わ
れ
、
延
べ
１
０
７
名

が
参
加
し
団
地
内
の
美
化
緑
化
に

汗
を
流
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
（
木
）
に
は

問
屋
町
に
隣
接
す
る
㈱
ユ
ア
テ
ッ

ク
青
森
支
社
が
、
同
社
周
辺
か
ら

問
屋
町
大
通
り
ま
で
の
ご
み
拾
い

を
実
施
。
同
社
か
ら
は
、
緑
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
の
活
動
に
も
毎
回

多
く
の
従
業
員
が
参
加
し
、
問
屋

町
の
景
観
美
化
推
進
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
。

　

東
北
卸
商
業
団
地
連
絡
協
議
会

の
事
務
局
女
子
職
員
研
修
会
が
10

月
23
日
（
金
）、（
協
）
横
浜
マ
ー

チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
東
北
各
県
の
卸
団
地

か
ら
８
名
の
事
務
局
女
性
職
員
が

参
加
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
全
国
卸
商
業
団

地
協
同
組
合
連
合
会
の
神
戸
副
会

長
が
講
師
を
務
め
、
団
地
組
合
に

お
け
る
事
務
局
の
役
割
に
つ
い
て

の
講
義
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
会

場
と
な
っ
た
横
浜
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ

イ
ジ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
手
塚
専
務

理
事
が
同
組
合
の
現
況
に
つ
い
て

も
説
明
し
た
。

　

10
月
18
日
（
日
）、
問
屋
町
緑

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
に
よ
る
団
地

内
の
美
化
活
動
が
行
わ
れ
た
。

　

今
年
度
最
後
と
な
る
同
活
動
に

は
隊
員
と
そ
の
家
族
23
名
が
参
加

し
、
第
二
問
屋
町
の
街
路
樹
下
枝

の
会
員
が
参
加
し
た
。

　

診
断
で
は
、
問
屋
町
内
で
交
通

事
故
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
箇
所

等
を
バ
ス
で
移
動
し
な
が
ら
視

察
。
そ
の
後
、
問
屋
町
会
館
に
場

所
を
移
し
、
事
故
防
止
策
な
ど
の

意
見
交
換
を
行
っ
た
ほ
か
、
問
屋

町
内
道
路
損
傷
箇
所
の
早
期
復
旧

を
要
望
し
た
。

　

ま
た
、
青
森
交
通
安
全
協
会
問

屋
町
支
部
で
は
10
月
27
日
（
火
）

に
、
第
４
回
問
屋
町
交
通
安
全
街

頭
指
導
を
実
施
。
今
年
度
最
後
の

開
催
と
な
っ
た
同
活
動
に
は
、
同

支
部
会
員
74
名
の
ほ
か
、
八
甲
田

交
番
か
ら
も
２
名
が
参
加
。

　

街
頭
指
導
で
は
、
八
ツ
役
五
叉

路
交
差
点
に
お
い
て
、
信
号
待
ち

の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
る
ほ
か
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
調
査
も
実
施
。
今
年
度
か

ら
は
運
転
中
の
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
調
査
も
行

う
な
ど
、
問
屋
町
内
の
交
通
事
故

撲
滅
を
目
指
し
、
安
全
運
転
啓
蒙

活
動
を
続
け
る
。
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就
業
規
則
の
改
定
な
　
　
ど

承
認

第
５
回
理
事
会

健
康
づ
く
り
の
第
一
歩

集
団
健
康
診
断

団
地
内
景
観
美
化
推
進

問
屋
町
内
の
交
通
事
故
撲
滅

を
目
指
し
て

事
務
局
の
役
割
に
つ
い
て

な
ど
学
ぶ



㈿青森総合卸センター
理事長

西　秀記  氏

　

前
号
に
引
き
続
き
、
当
組
合

の
西
理
事
長
に
よ
る
経
済
雑
感

を
お
送
り
す
る
。

「
青
森
市
の
ま
ち
づ
く
り
」（
４
回
目
）

　

先
ご
ろ
新
国
立
競
技
場
の
設

計
を
巡
っ
て
大
論
争
が
巻
き
起

こ
っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー

ル
で
最
優
秀
賞
に
決
定
し
た
ザ

ハ
・
ハ
デ
ィ
ド
氏
の
設
計
案
に

対
し
て
、
日
本
を
代
表
す
る
建

築
家
で
あ
る
槇
文
彦
氏
が
異
議

を
唱
え
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。

槇
氏
は
約
30
年
前
に
、
国
立
競

技
場
に
隣
接
す
る
東
京
体
育
館

を
設
計
し
た
経
験
か
ら
、
こ
の

地
区
の
特
色
、
歴
史
、
景
観
等

に
関
し
て
詳
し
く
、
ザ
ハ
氏
の

設
計
案
で
は
巨
大
す
ぎ
る
と
い

う
こ
と
を
直
感
し
た
。
そ
も
そ

も
こ
の
地
区
は
風
致
地
区
に
指

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
地
区
の
自

然
美
を
維
持
保
存
す
る
た
め
に
、

建
設
物
の
建
築
や
樹
木
の
伐
採
等

に
制
限
が
あ
る
地
区
で
あ
る
。

　

東
京
体
育
館
は
、
そ
の
制
限
に

よ
っ
て
既
存
の
街
並
み
に
圧
迫
感

を
与
え
な
い
よ
う
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

抑
え
ら
れ
周
辺
と
調
和
し
た
結
果
、

こ
の
地
区
は
人
々
の
憩
い
の
場
に

も
な
っ
て
い
る

の
だ
が
、
ザ
ハ

氏
案
は
そ
れ
ら

が
十
分
に
考
慮

さ
れ
て
い
な
い

よ
う
に
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
は
ザ

ハ
氏
案
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
な

く
、
設
計
の
前
提
と
な
る
設
計
コ

ン
ペ
要
項
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
問

題
が
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。

　

結
果
的
に
は
、
金
額
が
膨
ら
み

過
ぎ
た
こ
と
が
直
接
の
理
由
と

な
っ
て
計
画
が
白
紙
化
と
な
っ
た

が
、
槇
文
彦
氏
と
大
野
秀
敏
氏
の

編
著
に
よ
る
「
新
国
立
競
技
場
、

何
が
問
題
か
」
に
は
今
回
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
の
問
題
点
を

明
確
に
し
て
お
り
、
そ
の
中
で

「『
問
題
の
あ
る
公
共
施
設
計
画
』

は
決
し
て
新
国
立
競
技
場
に
限
っ

た
こ
と
で
は
な
く
、
形
を
変
え
て

ど
こ
で
も
何
度
で
も
起
こ
り
う
る

こ
と
」
と
言
っ
て
お
り
、
そ
の
問

題
点
と
は
次
の

四
点
で
あ
る
と

し
て
い
る
。
①

場
所
の
景
観
と

歴
史
性
②
公
共

施
設
の
適
切
さ

③
公
共
施
設
整

備
の
情
報
開
示

④
専
門
家
の
役
割
。

　

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ
れ

ら
が
不
十
分
だ
っ
た
が
た
め
に
、

景
観
、
歴
史
、
機
能
な
ど
を
複
合

的
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、

そ
し
て
そ
れ
を
指
摘
で
き
る
専
門

家
も
い
な
か
っ
た
結
果
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
現
在
の
我
が
街

で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で
あ
り
、

実
際
に
現
在
も
数
々
の
問
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
我
々
市
民
は

自
分
の
街
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
も
っ
と
関
心
を
持
つ
必
要

が
あ
る
。
し
か
も
今
の
自
分
た

ち
に
と
っ
て
良
い
街
を
望
む
だ

け
で
な
く
、
将
来
こ
の
街
を

使
っ
て
い
く
若
い
世
代
や
子
孫

に
と
っ
て
も
良
い
街
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
か
ら

我
が
街
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と

い
う
ま
ち
づ
く
り
の
全
体
最
適

解
と
な
る
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
で

あ
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
順
序

立
て
て
戦
略
的
に
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

全
国
的
に
見
て
、
ま
ち
づ
く

り
が
進
ん
で
い
る
都
市
は
、
そ

の
街
の
強
み
を
活
か
し
、
ビ

ジ
ョ
ン
と
戦
略
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
。
我
が
街
も
そ
う

な
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

（
完
）

　

問
屋
町
支
店
長
・
所
長
連
絡

会
（
青
友
会
）・
青
森
問
屋
町
経

営
同
友
会
（
同
友
会
）
の
第
14
回

合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
10
月
３
日

（
土
）、
青
森
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
は
青
友
会
・
同
友
会
会
員

と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
合
わ
せ
、
過

去
最
多
と
な
る
28
名
が
参
加
。
不

安
定
な
天
候
の
も
と
で
は
あ
っ

が
、
参
加
者
は
一
喜
一
憂
し
な
が

ら
ラ
ウ
ン
ド
を
楽
し
ん
だ
。

　

優
勝
は
太
子
食
品
工
業
㈱
の
櫻

木
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
初
戴
冠
。
ベ

ス
ト
グ
ロ
ス
賞
は
㈱
き
も
の
セ
ン

タ
ー
の
足
立
会
長
が
獲
得
し
た
。

10
月

３
日
▽
第
14
回
青
友
会
・
同
友
会

合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

６
日
▽
第
３
回
集
団
健
康
診
断

　
　

▽
第
２
回
献
血

　
　

▽
第
３
回
問
屋
町
従
業
員
モ

ニ
タ
ー
会
議

　
　

▽
第
３
回
街
頭
指
導

７
日
▽
安
協
問
屋
町
支
部
第
２
回

役
員
会

８
日
▽
第
７
回
問
屋
町
合
同
清
掃

　
　

▽
東
北
・
関
東
甲
信
越
卸
商

業
団
地
連
絡
協
議
会
交
流
会

13
日
▽
県
中
央
会
青
森
県
大
会
・

創
立
60
周
年
記
念
式
典

15
日
▽
金
融
審
査
会

　
　

▽
津
軽
海
峡
ブ
ラ
ン
ド
博
開

催
実
行
委
員
会

　
　

▽
同
友
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

16
日
▽
市
高
度
化
連
絡
協
議
会
先

進
地
視
察
調
査

　
　

▽
県
中
小
企
業
組
合
士
会
総
会

18
日
▽
第
４
回
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊

22
日
▽
青
森
県
企
業
等
診
断

23
日
▽
第
３
回
問
屋
町
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　

▽
東
北
卸
商
業
団
地
連
絡
協
議

会
事
務
局
女
子
職
員
研
修
会

26
日
▽
第
５
回
理
事
会

　
　

▽
青
森
卸
セ
ン
タ
ー
㈱
第
２

回
取
締
役
会

　
　

▽
青
森
問
屋
町
配
送
㈱
平
成

27
年
度
臨
時
株
主
総
会

　
　

▽
北
日
本
流
通
ヴ
ァ
ン
㈱
第

３
回
取
締
役
会

　
　

▽
青
森
県
流
通
団
地
連
絡
協

議
会
第
29
回
通
常
総
会

27
日
▽
第
４
回
街
頭
指
導

　
　

▽
あ
お
も
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・

カ
レ
ッ
ジ
運
営
委
員
会

29
日
▽
国
内
経
済
視
察
会

　
　

▽
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
集
団
予

防
接
種

…
問
屋
町

　
　
　
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
…

１
日
▼
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修

（
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
編
）

７
日
▼
商
業
簿
記
３
級
取
得
講
座
⑥

８
日
▼
総
務
管
理
の
基
礎
の
基
礎

（
契
約
・
ハ
ン
コ
編
）

14
日
▼
商
業
簿
記
３
級
取
得
講
座
⑦

20
日
▼
仕
事
の
ダ
ン
ド
リ
の
基
礎

の
基
礎
①

21
日
▼
商
業
簿
記
３
級
取
得
講
座
⑧

22
日
▼
仕
事
の
ダ
ン
ド
リ
の
基
礎

の
基
礎
②

28
日
▼
商
業
簿
記
３
級
取
得
講
座
⑨

平成27年11月号 青 森 総 合 卸 セ ン タ ー 第 544 号 ⑶

経
済
雑
感

第
七
十
四
回

㈿
青
森
総
合
卸
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　
西
　
秀
記

青
友
会
・
同
友
会

合
同
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
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㈱エーアイサイン
代表取締役

石澤　暁夫 氏

十
月
の
「
国
内
経
済
視
察
会
」

は
例
年
に
も
増
し
て
充
実
し

た
内
容
の
視
察
会
で
し
た
。

視
察
先
の
香
川
県
は
全
国
で

一
番
小
さ
な
県
な
の
で
す
が

上
場
会
社
が
十
七
社
も
あ
る

経
済
的
に
裾
野
の
あ
る
豊
か
な
県
で

す
▼
卸
団
地
版
の
地
方
創
生
策
を
検

討
中
の
当
組
合
と
し
て
は
、
そ
の

「
香
川
県
の
産
業
力
の
強
さ
の
秘
訣

を
学
ぶ
」
と
い
う
こ
と
が
今
回
の
視

察
テ
ー
マ
で
し
た
▼
そ
の
結
果
は
期

待
通
り
で
し
た
。
高
齢
者
向
け
ケ
ア

シ
ュ
ー
ズ
の
徳
武
産
業
㈱
は
、
靴
業

界
の
常
識
の
真
逆
を
敢
え
て
選
択
。

同
分
野
で
日
本
の
ト
ッ
プ
と
な
り
ま

し
た
▼
同
社
の
十
河
会
長
に
社
員
教

育
の
要
諦
を
聞
く
と
、
会
長
は
間
髪

を
い
れ
ず
「
挨
拶
」
と
「
経
営
計
画
へ

の
社
員
全
員
参
加
」
と
答
え
ら
れ
ま

し
た
▼
つ
ぎ
の
高
松
丸
亀
町
商
店
街

の
古
川
理
事
長
の
プ
レ
ゼ
ン
も
刺
激

的
で
し
た
。「
成
功
事
例
に
学
ぶ
の
で

は
な
く
失
敗
事
例
に
学
ぶ
」「
ま
ち
に

お
客
を
呼
ぶ
の
で
は
な
く
、
ま
ち
に

住
み
た
い
人
を
増
や
す
」「
商
店
街
へ

の
投
資
は
地
元
・
行
政
に
も
還
元
さ

れ
る
」
等
▼
高
松
の
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
香
川
雅
俊
氏
の
講
演
「
な

ぜ
香
川
県
に
上
場
会
社
が
多
い
の
か
」

で
は
次
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
▽
香

川
県
の
製
造
業
は
①
生
活
関
連
型
②

加
工
組
立
型
③
基
礎
素
材
型
と
バ
ラ

ン
ス
が
良
い
▽
香
川
県
に
は
ニ
ッ
チ

ト
ッ
プ
の
会
社
が
多
い
。
シ
ェ
ア
世

界
一
の
会
社
４
社
。
シ
ェ
ア
日
本
一

の
会
社
７
社
▽
香
川
県
は
千
葉
県
に

次
い
で
「
中
小
企
業
比
率
が
高
く
生

産
性
も
高
い
」
と
の
こ
と
▼
香
川
県

視
察
内
容
と
『
稼
ぐ
ま
ち
が
地
方
を

変
え
る
』
に
つ
い
て
は
次
号
に
続
き

ま
す
（
藤
本
）

　

10
月
８
日
（
木
）、
今
年
度
最
後

の
問
屋
町
合
同
清
掃
が
行
わ
れ
、

問
屋
町
、
第
二
問
屋
町
合
わ
せ
て

１
９
５
名
が
参
加
し
た
。

　

今
年
度
の
同
活
動
へ
の
総
参
加

者
数
は
全
７
回
で
１
，４
５
５
名
、

１
回
当
た
り
の
平
均
参
加
者
数
は

２
０
８
名
と
な
り
、
ど
ち
ら
も
過

去
最
多
記
録
を
更
新
。
参
加
企
業

数
は
１
１
４
社
を
数
え
、
雨
天
に

よ
る
延
期
も
一
度
も
な
く
今
年
度

の
全
日
程
を
終
え
た
。

　

合
同
清
掃
で
は
、
回
を
重
ね
る

ご
と
に
見
つ
け
る
の
が
困
難
に
な

る
ほ
ど
ご
み
が
減
り
、
歩
道
脇
や

参
加
企
業
周
辺
の
除
草
作
業
も
合

わ
せ
て
実
施
。
年
々
参
加
者
数
も

増
え
、
同
活
動
に
よ
り
更
な
る
景

観
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

　

問
屋
町
と
第
二
問
屋
町
の
間
を

流
れ
る
荒
川
。
近
年
、
同
川
河
川

敷
の
雑
木
の
繁
茂
に
よ
り
景
観
を

損
ね
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
ほ

か
、
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
な
ど 合同清掃

河川敷伐採前

河川敷伐採後

に
よ
る
害
虫
被
害
も
問
題
と
な
っ

て
い
た
。

　

そ
こ
で
組
合
で
は
、
今
年
の
８

月
に
荒
川
を
管
理
す
る
東
青
地
域

県
民
局
地
域
整
備
部
に
対
策
を
要

望
し
た
。

　

県
で
も
雑
木
の
伐
採
が
水
害
対

策
（
雑
木
が
洪
水
時
に
流
れ
の
妨

げ
と
な
る
ほ
か
、
流
さ
れ
た
樹
木

に
よ
り
堤
防
や
護
岸
な
ど
の
河
川

管
理
施
設
に
損
傷
等
を
与
え
る
）

に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
10
月

に
雑
木
の
伐
採
が
実
施
さ
れ
た
。

　

伐
採
後
の
荒
川
河
川
敷
は
、
す

っ
き
り
と
し
た
景
観
を
取
り
戻
し

た
ほ
か
、
来
年
度
以
降
の
害
虫
対

策
に
も
大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
「
最
高
の
仕
事
が
で
き
て
幸
せ
で

す
」
と
笑
顔
で
話
す
の
は
、
今
年
８

月
に
新
規
組
合
員
と
な
っ
た
株
式
会

社
エ
ー
ア
イ
サ
イ
ン
の
石
澤
社
長
。

　

同
社
は
、
昭
和
61
年
に
屋
外
広
告

業
と
し
て
創
業
し
、
夫
婦
二
人
三
脚

で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
現
在
社
員
は
27

名
お
り
、
青
森
県
内
全
域
で
看
板
や

イ
ベ
ン
ト
広
告
・
カ
ー
マ
ー
キ
ン
グ

な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
か
ら
製
作
・
設
置

ま
で
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
通
常
の

サ
イ
ン
（
看
板
）
製
作
業
務
の
ほ
か
、

ア
ー
ト
事
業
と
し
て
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
・

シ
ン
ボ
ル
サ
イ
ン
・
空
間
デ
ザ
イ
ン

な
ど
、
大
型
立
体
造
形
物
の
製
作
業

務
も
行
う
。

　
「『
サ
イ
ン
』
は
文
字
が
無
く
て
も

形
や
色
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

表
現
方
法
は
多
彩
に
増
え
て
い
き
ま
す
。

そ
の
中
で
お
客
様
の
心
地
の
良
い
も
の
、

誰
が
見
て
も
素
敵
だ
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
サ
イ
ン
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
よ
う
心
が

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
サ
イ
ン
』
は
新
し

い
建
物
に
命
を
吹
き
込
む
役
割
が
あ
り

ま
す
。
お
店
に
看
板
が
つ
い
た
と
き
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
除
幕

式
な
ど
、
記
念
す
べ
き

こ
と
に
関
わ
り
を
持
て

る
と
い
う
こ
と
は
と
て

も
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。
私
た
ち
は
サ
イ
ン

業
に
喜
び
と
誇
り
を
持

ち
、
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
の
繁
栄
、
地

域
の
豊
か
さ
に
貢
献
で
き
る
よ
う
邁
進

し
て
い
き
ま
す
」
と
語
る
。

　

業
界
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
と
「
看

板
業
と
し
て
は
、
昨
年
は
老
健
施
設
が

多
く
建
設
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
看
板

製
作
作
業
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
ま
し
た
。

ま
た
、
看
板
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
も
寿

命
が
あ
り
、
近
年
で
は
安
全
面
を
考
慮

し
た
点
検
作
業
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
作
業
に
ま
す
ま
す
磨
き
を

か
け
つ
つ
、今
後
は
問
屋
町
に
進
出
し
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
単
品
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ネ
ク
タ
イ
や
タ
オ
ル
、
Ｔ
シ
ャ

ツ
な
ど
、
自
分
だ

け
の
付
加
価
値
の

つ
い
た
一
品
物
の

製
作
を
や
っ
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
問
屋
町

の
施
設
は
広
い
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
新
し
い
設
備
を

取
り
入
れ
新
し
い
事
業
を
展
開
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
力
強
い
。

　

同
氏
の
趣
味
等
に
話
が
及
ぶ
と
、「
絵

を
描
く
の
が
と
て
も
好
き
で
、
３
、
４

年
に
１
回
く
ら
い
ア
ー
ト
展
を
開
い
て

い
ま
す
。
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
き
、

ア
ー
ト
は
い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
こ
と
、
楽
し
さ
を
感
じ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

浪
岡
本
社
の
隣
に
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と

シ
ョ
ッ
プ
が
一
緒
に
な
っ
た
カ
フ
ェ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
遊
び
に
き

て
く
だ
さ
い
。
コ
ー
ヒ
ー
の
味
は
格

別
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
す
。

　

好
き
な
言
葉
に
つ
い
て
聞
く
と

「『
可
能
性
に
挑
戦
』
と
い
う
言
葉
が

好
き
で
す
。
３
年
前
に
東
京
の
渋
谷

セ
ン
タ
ー
街
メ
イ
ン
通
り
の
『
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
』
誕
生

１
周
年
を
記
念
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
製
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

駄
目
も
と
で
も
挑
戦
す
れ
ば
必
ず
チ

ャ
ン
ス
が
く
る
と
信
じ
、
そ
の
チ
ャ

ン
ス
を
掴
む
た
め
に
挑
戦
し
続
け
ま

す
。
今
の
目
標
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に

自
分
の
作
品
を
置
く
こ
と
で
す
」
と

目
を
輝
か
せ
て
い
る
。（
53
歳
）
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青
森
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雑
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今
年
度
の
合
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終
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企
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